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人口 212，411人
設帯 61，お8世帯
(5:営手5月 18麗主主〉

夏江麻岐さん

檀ふみと吉永小百合をた

して2で欝jった聖人、それ

が夏江蘇妓さん.務総その

もので東京の中学校に通5
14歳の少女。木千恵介法曹

の「父よ母よJに主演する

ζ とになっている。

1111111111111111111七夕まつりのブロヴラム 111111111111111111

S月22日〈臼〉

10: 00 ミス七fコンテスト E入場自由〉

ゲスト・小野由紀子、伊藤政子

狩 人、 )1沖提幸

五
万
の
人
出
が
あ
り
、
平
壇
駅
の
乗
降

台
第
一
三
十
回
を
通
え
た
ζ

と
し
の
七
夕
ま
つ
り
は
、
七
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
一
聞
か
れ
ま
す
。
十
時
年
の
会

j

寄
も
、
土
曜
日
に
過
去
最
高
田
六
ー
ヱ
一

古
さ
い
に
は
、
当
時
四
戸
川
市
長
岸
詩
の
「
七
夕
音
頭
」
が
、
米
は
正
夫
咋
曲
E
発
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
一
台
万
人
を
記
録
、
土
、
日
曜
河
口
百
人
畿
は

世
十
周
年
に
は
、
石
本
莞
由
競
R
W
4内
市
川
昭
升
作
曲
の
「
七
夕
勾
シ
宮
」
が
新
作
発
表
さ
れ
、
七
夕
去
っ

A
M

危
険
の
一
揖
手
前
と
い
え
る
状
況
で
し

会
り
の
時
だ
け
で
な
く
、
レ
ク
リ
J

ぶ

i
シ
ョ
ン
大
会
や
運
動
会
な
ど
の
機
会
に
も
、
難
し
み
窺
し
ま
れ
て
お
立
た
。
そ
ζ
で
、
安
全
に
七
夕
ま
つ
り
を

A

M

D

ま
す
。

ζ
と
し
は
…
一
一
十
周
可
、
七
夕
ま
つ
り
実
行
委
員
会
室
長
石
川
京
一
市
長
〉
で
は
、
新
た
に
特
食
楽
し
ん
で
い
た
ド
ヶ
く
た
め
に
、

ζ
と
し

は
交
通
一
特
別
斑
を
編
崩
し
、

1
、
日
掴

官
別
行
事
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
記
念
事
業
を
い
ろ
い
ゐ
と
計
図
し
、
ま
つ
り
そ
照
り
あ
げ
よ
う
と
準
備
に
カ

目
白
露
輯
の
ピ
ー
ク
時
に
、
時
動
す
る

古
大
わ
ら
わ
で
す
o

A
「問問は、

ζ
れ

ら

の

話

時

閣

を

中

心

に

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

官

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

i
a
珍

砂

ュ

l
O
Xで
七
夕
ま
つ
り
質
料
展
そ
関
門
交
通
規
制
〕
開
年
四
と
お
り
、
東
海

i
:
?
e
j
J
a
h
 

一

一

撃

忍

も

し

そ

ニ

i
を
桟
し
ま
す
。
昭
和
二
五
、
第
一
回
道
本
通
り
は
、
駅
前
交
差
点
か
ら
中
央

開
惜
の
時
は
、
平
壇
一

m白
人
口
五
万
四
地
下
道
入
口
交
差
点
ま
で
の
問
、
七
月

己
と
し
は
、
七
夕
ま
つ
D
の
7
1プ
中
央
会
場
に
向
か
っ
丈
桂
捗
行
斑
し
、
千
六
百
七
十
一
人
、
七
夕
の
人
出
は
十
四
日
(
金
)
朝
八
時
三
十
分
か
ら
、
七

ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
を
、
七
月
四
日
舞
台
上
で
の
開
蝿
宣
言
な
E
一
連
白
セ
万
人
と
記
録
さ
れ
、
ミ
ス
平
壇
の
コ
ン
月
八
日
開
後
十
二
時
ま
で
「
全
歯
車
両

(
金
)
白
午
桂
一
時
か
ら
一
一
時
ま
で
、
レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、
解
散
す
る
と
い
う
テ
ス
ト
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
一
ニ
通
行
止
」
と
な
め
ま
す
。
紅
呂
町
、
明

富
士
盟
行
前
か
ら
紅
自
前
粧
車
場
前
ま
も
の
で
す
。
実
行
番
員
会
で
は
、
市
民
中
一
年
に
は
七
タ
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
が
鷺
む
防
、
見
附
町
等
の
そ
白
地
の
路
躍

で
の
、
東
程
送
車
通
り
を
〈
議
と
し
て
の
事
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
場
、
塑
一
二
士
一
年
、
官
後
…
小
山
明
子
さ
も
、
平
常
と
は
異
な
る
交
通
調
制
が
行

実
摘
し
ま
す
ロ
大
体
そ
の
中
心
に
あ
D

⑧
資
料
援
と
記
念
諒
ふ
ミ
ス
七
夕
に
お
日
見
得
し
、
以
来
わ
れ
ま
す
の
で
長
官
昔
。

ま
す
末
路
神
戸
盟
行
期
交
差
点
に
舞
台
弘
前
仇
峰
子
、
信
悩
千
恵
字
、
松
坂
慶
子
門
パ
ス
、
ハ
イ
ヤ
ー
同
七
夕
ま
つ
り
一
期

か
設
け
、
東
話
再
開
の
ア
チ
付
近
一
一
一
十
托
の
麗
史
を
楽
し
く
ふ
り
返
っ
さ
ん
な
と
十
九
人
の
ミ
ス
七
夕
が
、
ま
問
中
、
パ
ス
は
出
出
石
町
通
り
、
組
郎
通

と
、
南
北
交
差
点
で
J
7
1

プ
・
カ
ッ
ト
て
目
見
て
い
た
だ

ι一
フ
と
、
七
夕
期
街
中
つ
り
に
色
互
り
を
時
え
て
〈
れ
ま
し
り
は
通
行
し
ま
せ
ん
。
厚
木
、
伊
勢

し

、

!

た

。

A
r
で
は
市
人
口
の
十
五
倍
、
一
ニ
吉
原
、
幸
野
方
面
へ
の
乗
車
場
は
、
平
塚

万
人
ぞ
乙
え
る
偶
光
容
が
訪
れ
る
ほ
ど
港
々
公
社
前
と
な
り
ま
す
。
ハ
イ
ヤ
ー

発
出
を
し
て
Lr
る
七
夕
ま
つ
り
で
す
。
は
、
午
前
中
は
従
来
ど
お
り
、
正
午
か

こ
の
移
り
変
わ
り
を
、
写
寓
や
ポ
ス
タ
ら
夜
十
一
時
ま
で
は
、
駅
前
広
場
一
般

l
、
七
夕
ア
ロ
ハ
、
七
夕
り
印
刷
物
な
車
両
場
行
帯
東
側
仁
移
り
ま
す
。

ど
で
比
て
い
た
だ
き
ま
す
。
門
臨
援
砲
車
〕
平
底
止
ま
幻
自
臨
時
電

ま
4
f一
、
見
て
楽
し
い
記
ド
ム
ゲ
一
ね
ら
い
車
も
運
転
さ
れ
ま
す
。
平
日
は
四
本
、

に
、
写
真
を
多
く
と
り
入
れ
な
が
ら
、
一
一
一
工
、

R
鴫
白
に
は
七
本
の
臨
時
電
車
が

十
年
の
七
夕
ま
つ
り
の
詐
み
を
小
冊
子
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
ま
と
め
ま
す
。
発
行
は
十
月
白
予
定
⑧
ク
リ

j
ン

作

戦

⑧
安
全
な
七
夕
に
ー
、
「
七
夕
ま
つ
主
義
一
時
な
理
境
さ

は
だ
れ
も
の
阻
闘
い
で
あ
り
ま
ナ
。
平

昨
年
の
七
夕
ま
ヲ
り
に
は
、
一
一
一
百
十
塚
市
青
年
間
協
議
会
が
十
四
年
前
に
提

唱
し
、
善
意
白
輔
が
徐
々
に
広
が
っ
て

い
ま
す
ク
ロ
ー
ン
作
戦
が
、
七
月
六
日

(
日
〉
の
午
前
五
時
か
主
高
ま
で
実

殖
さ
れ
ま
す
固
集
合
議
所
は
、
市
民
ゼ

ン
タ
j
聞
で
す
。
ホ
j
キ、

4日 C金〉
13 ∞ 30周年記念オープニング・セレモニー 中

15: 00 七夕まつD竹飾Dコンクール審査 市

16 :自口市内小学校音寵陛パレード 中心

タ 平器空手道協会少年少女パレード グ

18: 00 神奈川県警察音楽隊韻葬会〈入場指由〉市民せンタ-

19 ∞七夕まつD竹飾DコYクーノレ夜景審査市 内

5臼 C土〉
10: 00 七夕まつD轟諒惇会

ブラジル台湾百本のモデル

10: 00 ミミス七三ク市中訪問パレード 周辺の地域

18 ∞ ラジオ関東公開録音「トヨタl:/)(の祭典|市民センタ」

女出演・石111さゆb、新沼謙二、諜雄二:とすすンクロ

ス、松原のぷえ、楠崎鷺一郎

合入場券申し込み・往復はがきに住所、民名、母齢、職

業、電話番号在記入D上、子22日横誤市西区若松町Jラ

ジオ関東「じタまつりトヨタ歌の祭典係Jへ。 20日消

印有効。

告白仁田〉

10 : ∞七夕まヲD鎚影会

モヂノレ・ミス七夕他

11:00 臼謹ファミ!)-劇場

番組・ボクらの仮百事ライダーショロ

入場券は、 6月2081;>6市役所正面受

吋で、先着順にお渡しする⑤

14 ∞ ミミス七夕・七夕立主市中パレー~' 市

l' 県事監事音楽隊と力ラー・ガーわてレード中

l' 京揖女子大高等部トランベット鼓隊

ク 神奈川社会奉仕団音楽隊パレ」ド

タ 平畢パトンクラブパレード

l' ジュニヤ・マーチジグ・バンドパレ-}-"

l' 日産主車体パトン・トヲラ}ズパレード

l '少 ベイ・シルバーノミレード

タ PLMBAバトン・チームパレ」ド

タ 東主甚大今気次轟楽研究会パレード

7臼〈月〉

13: 00 平密文化連盟公演 E入湯白出〉

14: 00 七夕まつb功労者表彰式

ク 竹飾担コンクーん入賞者表彰式

15: 30 七夕おどり 市民総おどむパレード

88 C火〉
13・00 七夕まつP郷土芸能大会 CN語自由〉 市民センター

15: 30 七夕おとりパレード 中心街

4-8白

羽田「むタまつl:>をふりかえって」

一平壇七タミ去っl:>3C年の記録資相展 18オタ・キューox

附山削“川l川s灯川川"川lυl山川l川山"川山川川"山川l口川川:日川"川川川川l“川川5川川州lη削3れ川川川川"川川"川州1川川"川"i会な 協 賛 行 喜葱草 1台E炉"μ山j

s臼(自〉

10 ∞七夕まつD俳句大企

10: 00 七夕まつD留碁大会

11:00 七夕まつり11隅]大会

13 :∞七夕まつD短歌大会

ク 主伝射神事「書々九手技式J
13沼 (8)
10・00 七夕まつD帯棋大会

市民センタ」

街

内

街
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心
h
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町民ーピノタ一

平抵信用金庫

ク

1[，' 住7

図書館

花京公民館

市民センター

教育会館

平場八幡宮

中

才Eオて弘民館
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五
月
晴
れ
の
五
月
二
十
五
呂
、
デ
ゴ

ニ
や
博
駒
館
、
図
欝
館
な
ど
の
寸
友
品
化
セ

ン巴タ3
lを毒零零一生祭祭
4~、し

た
ち
白
由
容
骨
生
大
A余
閉
が
問
勝
開
か
れ
た
o

当
初
予
定
吉
れ
た
五
月
十
八
百
が
ら
悶

の
た
め
延
期
に
な
っ
た
た
め
が
、
い
つ

も
ぷ
り
中
し
静
か
。
で
も
、
朝
早
く
か

ら
ち
び
っ
子
歯
家
が
つ
め
か
け
、
M
V
つ

私
静
か
な
文
化
セ
y
h
F
!と
は
違
っ
て

子
供
た
ち
の
歓
声
が
響
曹
長
hu
、
お
母

辛
ん
方
と
一
絡
に
揮
し
い
一
日
を
適
合

し
て
い
た
。

h

F

h

・1
z
a
L
V

島
勝
1

京
高
英
耀

ア

七

法

問

問

滋

聾

〔

都

市

議

殺

意

委

員

会

〆
盤
、

ζ
毘

隠

宅

、

?

昔

前

マ

要

員

長

神

様

徳

太

郎

、

副

山
総
括

畏
正
マ
童
相
威
一
郎
、
出
蝿
閣
議
、
高
マ
委
員
康
章
、
土
塁
久
、

開
閉
久
二
郎
、
靖
国
章
、
和
田
善
、
寝
袋
、
関
川
義
、
第
妻
、

宮

a
n
揮
一
一
一
郎
、
内
藤
敬
一
、
山
田
忠
治
良
延
、
富
田
常
歳
、
木
材
陣
治

問

本

頭

車

生

常

任

蚕

員

会

門

援

金

書

委

員

会

朝

間

マ

室

長

横

山

壁

、

副

霊

長

マ

霊

長

落

合

壁

、

副

霊

長

柳

川

藤

一

木

村

弦

間

酎

氏

マ

露

国

語

、

襲

警

護

マ

委

員

童

書

、

鈴

木

袋

、

委
回
世
範
、
府
川
勝
司
、
高
橋
善
輩
、
奥
山
原
一
郎
、
小
清
水
慰
語
、
高
久
二
郎
、

設
樟
晴
治
、
小
義
一
、
空
章
治
府
川
勝
司
、
坂
揮
一
一
蕗
、
胸
躍
島
叫
崎

市
醐
門
教
育
民
生
常
筏
萎
員
企
}
島
英
耀

者
マ
委
員
長
岡
本
清
司
、
樹
委
員
長
門
愛
情
報
調
聾
委
員
会

前

回

同

晃

マ

委

員

問

先

香

、

鈴

木

金

次

、

マ
霊
員
一
一
一
上
豆
、
必
清
水
忠
語
、
小
芳
徳
、
議
揮
俊
語
、
小
林
長
治
、

川
議
、
客
語
、
襲
撃
、
豊
章
、
奥
山
晴
治

総務経揖委員長

飯尾常男氏

県組
問
氏

欝
英

生
隆

明

齢

五
月
十
札
甘
口
に
市
議
会
磁
時
金
か
際
円
融
務
経
済
警
員
全
}

各
常
任
番
員
虫
垂
員
の
政
選
が
マ
裳
員
長
飯
田
地
常
男
、
劉
番
員
長

A
敬
称
略
V
神
谷
隆

市
間
関
格
談
窓
怨

i
一
一
一
一
内
線
二
九
一
一
一

。
人
権
法
撞
相
談

(
6
月
げ
芭
〈
火
〉
、
7
月
1
自
(
火
)

O
行
政
官
槽
栂
談
戸
7
月
弱
音
〈
火
〉
日
時
i
v拍時

。
一
世
法
樟
相
談

7
R
3日
〈
木
)
、

7
月
8
日
(
火
〉

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
均
時
f
四
時

。
宅
地
建
物
相
談

6
鳥
羽
目
〈
火
)
時
時
j
児
時

予
約
制
(
電
話
で
も
可
〉

。
資
日
高
相
談

7
月
日
日
〈
金
)
日
時

i
m時

。
住
宅
椙
談
6
月
げ
白
(
火
〉
、

7
月
日
日
目
時
f
問
時

。
下
籍
取
引
巡
箆
晶
っ
せ
ん
掲
談

6
月
間
四
日
〈
木
〉
ね
時
め
分

i
m時

。
定
例
年
金
相
談

7
月
給
日
〈
木
〉

9
時
間
判
分
1
日四時

。
一
般
市
民
相
談
銭
適
月
武
木
金
曜
白
、

9
時
i
M時

。
消
費
伶
活
相
談
話
遊
水
曜
日
、
叩
時
1
日
時

。
帯
出
明
帯
寵
特
許
掲
談

7
月
7
日
(
月

u
m時
1
お
時

お気軽にご利用を
青

少

年

諜

お

一

一

一

一

内

線

五

六

0

0
膏
少
年
相
談
毎
日
〈
9
時
1
持
時
泊
分
)

た
戸
レ
、
土
田
植
日
は
円
以
時
ま
で

繍

社

会

館

お

1
一一一
ω

一一一一一一一

。
心
配
ご
と
品
相
談
毎
週
月
曜
日
(
第
五
そ
除
、
〉
問
時

5話
時

。
母
子
相
緩
毎
週
月
1
金
欄
河
9
時
i
日
時
初
分

。
家
麗
克
盤
石
相
談
毎
週
月
i
金
盟
百
9
時
1
日
時

。
高
齢
者
機
輯
治
相
配
信
臼
9
時
間
山
分
5
m時

土
曜
臼
は
ロ
時
ま
で

泉

市

合

同

椅

談

7
月
泌
E

U

(
金
〉
竹
村
時
1
m時

平
語
駅
北
口
交
番
前
パ
ス
の
中
古
格
談
を
受
け
る
。



道
路
整
備
も
十
升
で
な
い
の

当
語
地
域
の
都
市
整
備
に
置
す
る

乙
と
を
基
本
と
し
、
乙
の
た
め
ハ
ム
関
、

中
学
校
、
高
校
お
よ
ぴ
周
辺
都
市
開
捕

に
関
連
す
る
日
本
住
宅
去
問
の
事
業
用

一
部
ぬ
は
持
来

一あなたの納める税金 I万円は一

あなたの納める税金はどのように使われるのか、

55年度当初予算か正試算しました。

。教育費 IJ、・中学校の建設、幼稚園、公

民館、図書館、博物館、モの他也教背揖 2.25C円

。土木費道路や橋の建設、維持、何ハ!の

整捕、公騒の撃情や市営住宅の建設、支出箆

対障など L858R 
01'邑佐賀 老人福祉、障害者福祉などの社

金子福祉、保育所、母子福伎などの児藁福松

など L 418円
。総務費行政盤員会や委員、選挙、統計

職員の人件費など L 28副司
動費用 181月
ゴミ、し尿など由環

境構生 1部6円
。公憤費市樹〈学校等の建設資金皆入

などコの返済 868円
。消防費火災、哲魚活動など 倍。円

。農林水産業費農業、水産業の振興 260円

。開工費筒工業の振興 117円
。モの他労働費など 144円

あなたの納めていただく税金は、市の行政に大切

に使われます。市説の納付。こと協力ください。

告今年度の個人市民税¢納税通知書が今月腫きま

す。勤務先の結斡から差し弓lかれる(特別徴収〉方

そうでない〈普通徴収〉方には、

る

マ
去
る
五
月
十
九
百
関
嬢
さ
れ
た
大
蔵
大
一
庄
の
議
問
機
鎮
で
あ
る
国
有
財
産
中
央
審
議
会
(
会
長
江
揮
官
三
〉
で
、
出
農
林
宮
田
町
樹

A

V
試
験
湯
量
主
む
護
研
き
闘
都
市
霊
跡
地
に
関
す
る
需
の
慈
善
望
書
記
固
め
大
察
官
、
大
酔
大
臣
に
答
申
凸

マ
事
れ
た
。
答
申
に
よ
る
と
、
出
農
林
省
巣
樹
試
験
場
移
転
跡
地
は
、
本
市
の
意
向
に
そ
っ
た
内
容
で
、
ほ
ぽ
金
論
的
に
利
用
す
る
ζ

ム

マ
レ
お
認
め
ら
れ
て
い
る
a
ζ

の
結
集
、
品
「
後
の
呉
昌
約
な
作
業
と
し
て
は
、
大
蔵
省
か
ら
麗
買
財
務
局
へ
移
さ
れ
て
払
い
下
げ
事
務
ム

マ
が
拍
去
る
ζ
と
に
な
る
。
ま
た
、

ζ
の
用
地
の
連
動
施
設
等
を
含
む
公
開
国
の
具
体
的
計
画
に
つ
い
て
は
、
専
門
機
関
に
香
託
す
る
な
ム

V

P
じ
て
、
マ
ス
虫
1
プ

ラ

ン

を

作

成

す

る

乙

と

に

な

っ

た

。

ム

管理人だけを残し、門を皇室〈閉ざしている試験場正門

北
館
半
分
の
う
ち
、
大
部
分
は
〈
備
考
)

八
世
劉
用
地
と
し
て
、
一
部
は
小
学
一
、

ι一
一
民
め
利
用
の
ほ
か
、
都
市

校
お
よ
び
高
校
用
地
と
L
て
利
用
言
語
、
跡
地
外
周
道
路
等

ナ

る

。

の

道

路

竪

碍

計

画

が

あ

る

跡

地

公
麗
用
地
と
学
校
用
地
に

甫
側
半
分
は
、
京
地
が
市
街
地
に
つ
い
丈
は
、
適
時
間
地
と
し

白
中
心
穏
L
位
蜜
ず
る
乙
と
を
培
て
利
用
し
て
差
し
支
え
な
い
。

嵐
し
、
将
来
、
主
と
し
て
川
町
闘
用
一
寸
志
跡
地
に
設
置
す
る
徐
育
館

地
と
ん
玄
利
用
ず
る
と
と
を
含
み
学
校
ぞ
の
地
白
施
設
の
位
鼠
お

と
し
て
、
当
分
の
問
、
利
用
計
麗
よ
び
構
造
に
つ
い
て
は
、
特
に

の
決
定
を
歯
揮
す
る
。
た
だ
し
、
防
災
上
の
一
配
慮
を
す
る
も
の
と

持
来
周
辺
都
市
慈
備
を
実
施
ず
る
ず
る
e

〔神奈川県選出・全盛選出〉最高裁判所裁判官寝民主審主主

⑧不在者投票制度のご利用を

投票自に仕事や、やむを得ない旅行等で投票所に行けな

い人は、 6月21臼〈土〉まで不在者投票が芭きます。投禦

される方は、重宝醤審に事由者記入し提出していただくの

で、印鑑と投票所入場接理券をお持ち〈ださい。

く〉時鶴揮羽午前S時30分~午揖5時

く〉場所平壌市滋事管理委蝿金〈市役所付腿序章〉

⑧投票所入場整理券の確認を

今回から茸禁葬人名簿の電算化にともない、投緊所入場豊富壊

罪の名前iJ'.カタカナ審きになりました。よくお磯めくださ

じ、。

もし、あなたの民名の読みかたに誤Dがあったときは、

λ揚整理券の草笛にある訂正樹に正しい読みかたをと記入

のうえ、童話票日に投禦所へお持ち〈ださい。

民平理市灘事管理餐蝿番電豊富23-1111内輔495
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日

観
〈
人
た
ち
由
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
揖
一

y
由
連
び
と
な
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。

と
し
で
、
建
設
を
患
い
で
い
や
筋
労
晶
一
勤
労
会
館
の
態
物
は
、

館
が
で
き
あ
が
白
、
七
月
一
臼
オ
l
プ
一
東
側
の
敷
地
一
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ー
薬
剤
散
布

j

ナ
ー
を
実
施
中
j
L

地
ほ
組
臨
む
自
主
活
動
と
主
て
実
施

「
椅
生
害
虫
の
一
駆
除
と
発
生

を
択

、同-

一

平塚粛勤労会費量

6月29日〈日〉
午前畠時恥ら

⑨当日は午前7時に花火で予告の合図

⑧小雨決行九雨天の場合は中止

⑧清掃するところ

・自宅村近の道路

'広場主主劉など子供の遊11'犠

.その他公共の場所

平覇市輯化灘動費施本部

48 

き

買い物は計極的に

台所のごみはよく水を切って

もうひとしぼワ



湖南海岸公麹 体自になると懇子づれや翁いグループでに害わうこの公趨に約270メー

トんのジョキングコースカマTぎた。将来は会鐙吾 周ナる約800メートJしのものになる。

公
閣
は
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
懲
い
自
…
場
所
と
し

て
J
ま
た
、
災
堀
田
対
構
の
う
え
か
ら
も
議

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

市
内
に
は
、
児
露
公
園
、
近
隣
公
爵
な

P
F
U土
谷
間
、
約
五
十
指
白
ハ
ム
閣
が
あ

り
、
市
民
の
皆
さ
ア
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
a

こ
の
ほ
ど
、
市
鉛
地
に
問
先
出
し
た
八
ム
閣

は
、
そ
の
地
域
住
を
ま
し
、
帽
酬
を
増
し

て
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
う
る
お
い
を
あ
た

え
よ

P
と
平
穴
式
戸
れ
て
い
る
。
ま
た
、
遊

具
も
木
製
の
も
の
を
一
取

E
入
れ
、
子
併
た

ち
が
の
び
の
び
と
遊
べ
る
よ
う
安
全
夜
も

考
J

え
ら
れ
て
い
る
。
あ
な
た
も
最
揖
が
て

ま
留
に
訪
れ
て
は

ま翌十瀬JII公銭 高藤山を習!こ約6(婚の樹木が描えられている広い主主盤、 1潤400メー

トjしの散揮路中広い出壌の中にアスレチッ:ク的な木監遊異がある。

。時筒午前10時~午後4時 30分

oλ繍料高校生以上 150F守

ノム・中学生 5日向

。3利用者にお綴い

7月 2日から19日までのj問、学校

水泳書記藍が関かれる.一般の方も利

用できるが、む迷績がかかると思う

のでむ了解者。援当地域づ〈担額

高浜台公E霊 苦からの松林を生かし散揮路や鳥苦呼ぶパード

パスが品る。住宅地にあることからよぎ憩いの場となっている。

絞河岸公長露 公閣のシンボル「ハトを抱く少

女」をいたずらぼっく抱く少年‘/溜!こ近いことか

ら船形をした遊具があ自植栽も波形をしている。

柳町公E喜 子棋の家を変化芯せ骨粗だけ!こした大ぎな

トラスキット、書留内にはケヤキやイチョウの大木があ

由、これに合わせて遊異は?ベて木裂である。

。生きがい事業団の毅主主
・資格 ① 8月 1臼説在で満35歳以

?の女子@簿記の経験を

書ずるζ と ③普通自動車

運転免許証所持者

く〉勤労会銭の媛E寺磯長
咽資格苛長治55歳から60歳までの男

子

勤務持問午後 4時30分~9時30

分、士隙自午後自時30

分~9時3C分まで。

。仕事の内容 会館の管耳互業務など

@崩し込み 6 Jl16臼--25日までに
会監部職員諜人等号豆当〈電話23~

n11円融321、322)へ。

市へご意見、ご望書索、苦情などがあ

ったらお気軽にお出かけを。



"山山"山山z幻川山"山川"

E魔寵斜;にこ〈す〈ぐ守られて 三木卓

積フ木伏の家 稲壕窓蘭

みずあか!Jの記 安武諮子

d泊 克蜜元 神野洋洋一三

らつぱ陛f長呈 ノハ、一ヂイ

躍盛点描 抱沼繍三郎

人のlい〆パ、る嵐景 露土真蕪莞

モ研芦翼組間心 芦部新十郎

捕木一族上.下 武畢情成

魔のf向弓 火野葺5平存

暗E黒唱指帝 f生生島 治毘部3 
宰襟人生まつし〈ぐやら 壬守T子ヨ童野琴 千イ代勺

耳黛阜岩重吾の世界 烏崎秀樹

1I!I!IIIIIIll!I!llB家庭 ・生〉浴吉否争"川iμ川山"山山iμ山山:日山川Eれ川川l川川"

伎みよい量家聖づ<!Jの知恵

事部の花 飯田深雪

剤し子 千葉意志

パパの人気おつまみ 揖本越雄

山!ll1Il社会・科学・その他1!1t11!1!
体にまかせる健康法 向島 治夫

テレピドラマの女性学村松泰子

オvエンテ-vング 紺野晃

盆 栽 技 術 安部仁

槙溺子

技藤英子

ボランティア活動 里子上芳彦

学生反乱の庄L想史 村上也寸志

愛のかたち 上回三三四二

女貯の道ひとすむ 向原崎閣オ凋1
自由奔放む哲学 三三神良三

人白，らをi車篠につかむ告

ゴClll 輯聖書

長 峯良 斉

W サイモン

有 藤 正 藷

ーに庄が
要霊日、

襲主
A、
霊平
舗五

E EニヨヰZ

て素
通を
産第

くん蒸にともなう休館

博物館が収襲し、

を虫替から守白、

害虫がふイむして活動を拍める 6月下却を

予定して、世虫〈ん;;;;処理を行う。 ζ の

ため、次のとおり臨時体館ずるのでと協

力を。

。抹館臼 6月23尽く月)~30臼〈月コ

会体重量学習 星座字見を作ろう
星座をみつけるときに便利な星座早見盤を

作り、晴れていたb実際のさEで使い方を蝶欝

ずる。

-日時 7 月29日〈火〉午皆 1 時~3時製作

7 月30 臼 α0 午後 7時~8時離溜

・材相費 1001司、 29B'こ聾める。

定員 40人〈多いときは抽ぜん〉

‘申し込み 7月15巴までに往復はがきで博

物館へ。練習のとき小学生は父兄同伴で。

大星を見る会月をAょう
命日時 7 月 17日〈木〉午後 6 時~8時

・定員 30人仁多いときは抱せんコ

。申し込み 7Fl7臼までに往復はがきで博

物館へ。

会水彩数量E
京影睦昆をもちいてヂフサYを行う.

・期閣 7 月22日 ~30日までの 8 日間

・定員 30人
・申し込み 委参加梧望者は、 7月 5Bまでに

往緩はがきに倒所、民名、年齢、電話番号

在記入して博物館へe ただし、会臼程出席

できる方。

カ寄贈品コーナー
二信出身の洋濁家二見釆J節遺作の未公開作

品世 6月 1日から7月初日まで、 7点公開し

ている。

合博物館平254浅鶴男712-41電 話33-5111

1:<サマーセミナーの募集
博物館では、夏休みに小中学生を対象に2

治 3日の自然観察と団体生活者体験する企を

額〈。

-日程 8 Fl12日 (VO~ 8月14日仁木〉

・開催地南足柄市猿山足柄青年¢諌

・対象小学5年~中学3年までの男女。

ー定員 40人

e 応募方話番加構望の方は、詳しい案内

書を博物館受け付けでさしあげる。また、

関内切手間封で「サマーセミブ」案内希望J
と書いて送れば郵送する，案内害者読まれた

うえで、応募用紙に言乞入のうえ申し込みを。

・締め切!J 7 Fl8担 当多いときは抽せん。

書1Ji日費 4，0∞円 (x還費絵<)

大自然観察入門講座
一一一)11原の耳王者調べよう一一一

相模11陀コ，jll原石の種類とその由来者調べて

みる。

・日時 7月24日(;;j<:)神l明言，)山車
7 Fl26日〈ミヒ〉中樟渓谷

7月309(7J<)博物館にきてまとめ

'封書袋小学校 4年生以上20人
・申し込み 7月10日までに往復はがきで博

駒館へa 事い場合は抽ぜん。

安挟iiN会
7月初日仁田) 10時 14時

「男はつらいよ 寅次郎と殿横 9街全

会こども映蕗会
. 7月13日 〈日) 1出時 141時

「山ねずみロッキ」チャッタJ

カヨーアニメ 45分

会16う映写機操作技術講習会
図書館視聴覚三ライブラ1)ーでは、次の要領

で16"'1)映写機伎術講習会者望書きます.1人で

も多〈の方々に16"'1)映写機の聾作者覚えてい

ただ君、 16"'11映闘を利用してもらおうとおζ

なうもので、悼了按認定吉正が交符古れま;J.

・日時 6月25日 C刃0 、26日仁木〉

9 時~16時'30分 (2 臼鶴〉

=場所 fllI書館3慰金書控室

・費用テキスト代 400同
・対象一世、市内在住、夜勤、在学の方

・募集人員 4C名

申し込み 6月17日〈火コよ!JfllI審館視聴

覚三ライブ.7.!J~ーへ〈噂誌でも可〉。

古学づくり絵本議習会・展示会
自らの創惑と工夫によって作られる絵本に

は、優しさと混かさがζ められ、人びとの心

い
つ
揮
を
鯖
え
る
か

円

i

にイ可かを訴え感銘を与える乙とでしょう。そ

の苧づく!J絵本のた白しさを湖南地区の方た

ちに知っていただこうと議留金と展示会11'開
催されます。

。講寄金

・期間 7月 1日(火〉、 16日〈オ()、 22日
仁火〉、 29日 E火〉 廷 4日間

・会場 鱒童市草栗沢公巨議官鎌歯市常盤111-3
対象鎌倉市、藤沢市、平畢市、逗子市、

茅ヶ崎市¢各市在伎の一冊成人

・定員約30名
受講輯無料〈樹料費約1，000f'lj義母〉

・申し込み 6月15日亡日〉までに、銀童市

中央図書館へ笹子夜ハガキで。

。展示会干248嫌童市開成田丁20-35
・期間 8月 6日〈オ()~ 8月初日〈臼〉

・会場輔童市中央図 書 館 干248鎌嵩市榔成

田J20-35
合体輯臼 毎i盟月曜日、月末、祝包

台閣議輯干254浅間震712-41電話31-u415

会おたのしみこども映画
-上世映画 ①きかんしややえもんD51の大

島険②まいとのテントクムシ

. 6月29臼 C日) 13時30分~2ぽ時30分

・封書実務と子100人入場8由

会趣味の七宝嫌教室
あなた好みのアクセサ旦ーをつ〈ってみよ

う。

・日時 7月 1日と 8臼18時おうすから2{j碍30

分まで。

・対最初心者膏年初入叫敵討費は5∞円
合体棺日毎遜月曜日

申し込みは、館諮か直接耳磁宮者。億話32-
7029 



滋子健康宇様、朝

記潟県、母子健康手捜部fl奇

翻自主皇

6 J'l178 5~年12月21 日 -318 主主
7月 1臼 出 年1J'l1日-10日生

7月15日臼年1月11臼-20日住

ー一一~保健所だより一一
@平壊樺瞳再青〈電話32-0130)

母子鴎鹿手曜をお持ちください.

予防接績の時照
午後1時半から3時まで.百日日の

晶揚は午後2時 か ら3時までe

予防接種会場の変更
保磁セジタ-iJ'完成したので、

予肪援組金調がかわりました.松

原、須賀、花木、八幡、祭器、窮

士見地区の方は、院偲センタ}か

市民センタ}で受けて〈ださい。

盟主話所 平捜部促月7
瞳n相 E 午 債 1時から 2時まで

[3語、R児鍵診1
7月 4日 55年 3fll日-108生
7月11日 55年 3月11日~初日生

7月18臼 55年 3月21日-318主主

【3歳児鍵診]
7月 3日 52年 5ム11日-10日生

7 PJl7日 52'J'5JJl1日........20nn-:.
7 n24日 52叩 5J121日-31日生

j j jjjj!jj!!!jijjj!j!;i j 
Riiji1j乍;;ii;i!?i!? 
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くろ曹けんた

黒木健太ちゃん
合住:"ffr 平壇市田村5415-1 日産

車障にお勤め目黒木福蔵さん(26歳〉

と泌住吉ん (26歳〉の長男。現在9
か月で体1霊9_5k9、身長:75師、 54年 9
月23El主主まれ。

近所のおばさんに人見知りもせ

ず、あいきょうをふりま〈白で、と

ても人気があるa 健ちゃん、色は熊

いがカぜひとつひかない鍵躍俊民

~Bo それに、高古憾と菅原文太由 1

宇を取ってつけた名前もかわいいで

しょうとお母さん。

。崇善公民館

漁業協同組合

初めて妊娠した方を対象に、母親

教室を聞く@早めにお受けを。母子

健撰宇幡と筆記用具を持書。

闇長場時世EセYター

臨時間午佳1時30分-4時

輯申し込み治活7)，ハガキで申し込

む。 仁平壇市中ru34-17、保健セン

ター電話34-0311)
園日程6R16日、 23日、 7fl78、

14日昔、お慢さんとー絡に考える。時聞

は 9時30分から同時30分、母子健康

宇偵を持参参する。

6月19E1 華豊田公民館

21行旭公民街1
7JJ3U .oi1..:.1ミl己，fIIJ

10ll 金芭公民沼官

健康診断日程表

日程 1 9:初 -11 ぬ 113:30-15 : 30 

7月1081需主E 寺 O須夜弘民館

タ 11日i平壇カトエ タ融会。払原公民館

タ 14ElIなでしE会館 高摂自治会館

タ 15臼lJ;:m汀児童図許館 一一
ク 16日i海開地区町全館 {窃花オ〈久民館

?' 17日l花水台母子寮

1-' 1881其福寺

タ 21日1m平幼稚留

9 22日i上申壇公民察官

タ 2381留士見公民館 1(C:ll富士見公民館

タ 2481八晒小学校 1(C:ll大野止民館
タ 25白 -1(C:ll，八幡公民館

他白地区は次号でお知らせする。。日日目金主昌

では、循環穏検診と貧血検査を行い、'"婆のあ

る方には医伺V~!打診e 診療時間は、 13時30分

-15時まで。

綴揖 1期 3回受ける

・対草炭 2誼 (24か月〉から4競 (48
か月〉までの幼児。なお、接腫I間慨

は 2回 3屈とも 3週間から8遇跨.

睡第2期 イ癌受ける

・ 対 象 辞11拶]の 3回目が鰐わって

か ら 1年以 上 1年 97)，月以内自期間

に受ける。なお、第1)闘は与討ちに受

けて、第2Mもなるべく 4錆までに

鰐了ずるようにしていただきたい。

6月25臼市民 toン ター 旭公 民館

問中央位協土沢支所

26El 大 野 公 民 館 閣 内 部 地 提

会場来設問公民館

27EJ 保健セY丘一
内 へ汽 、伊ーも

語調鱗塑灘鱗
関対象すでに初日接聞を完了して

いる梢3歳から若者 6歳までの幼児

醐日程 (2西宮〉

6月18日中限公民館金悶公民間1
*1市崎公民館

6 Fl191] 利1111全日己fII'J 済:z.tI!<;J司会ミLu
nù 努《世 lUiミμ~f[jJ
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盟
一一第3.第4月曜臼一一一一 一一ι-毎月10日受け付けム一一一ー

市営住宅白あき家葬祭は、器汚10目。こ隠って、申し

込みを受け吋けている.申し込んでおくと、品書家が

生じたときに、その団地の冊盟各の中から入居者が限

定される.あき家戸散より多い場合は拙せんとなる.

0封盈となる市歯住宅木造平事態て住宅、テラス式

住宅2階建て.ただし、中眉住宅 (5鰐建て〉および

田村、続岸地区の京滋平家建てとテラス式ゆ住宅は建

替えの移転用住宅にあてるため牒<.

。揖棉 ①申しiるみ月の 1年品哨可から平車市に住民

畿録者し、引き続き住んでいる方.①先蝿または親子

主主悼とした家族.①市民貌の開嗣がない人.

。担入茎調 ①講 1種55.001F弓-95.000P守まで.

②窮2積 55，α河内以下

。問い合わせ先 市麹艶課住宅開 f新世話23-1111)

殺でも自由に制用できる。穂患はパス

ケット、パレ一、"ドミントy、卓球.

パドミントY、感詰*由ラケット、シャトル、

ポーノレは各自時事とする.

6Jl23臼(Jl)午後 Iß寺~8 待
7月21日(丹)グ

7Jl28日(月)グ

なお、趨動〈てコ E上ば君〉と連動のでき

る線装で事加するとと，

51 
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3 篤入松原から平壌新宿・揺主前期 (1850年明) ~一一>11<一一-

j 平塚宿の規模
E 東海道江戸ー箱根IHlには、品川1 r平畢]家散、オ司宵 289戸、加宿

~ (江戸間2塁〉、 11崎(品11悶 2 平塩新宿119戸の計4関戸。うち本

:毘〉、神奈川仁川崎間2豆半〉、 ; 開 1、脇本聞い中旅?百15、A慌

2保iニク谷〈神奈JllnD11ll.9田J)、 : 市33.

5戸埠(保土!c谷間 2[:皇自由J)、藤 r大磯1家数 687戸e 加?吉田小破

i沢〈戸車問2翠〉、平塩仁藤沢nu ! 139戸と、京自在2∞戸空加えると、

j 3里半〉、大磯〈平塚間271ll!)、 j， 026戸。うち本抑3、開港85.

:ノj田原(大融問ODの 9宿があ rrJ叩鹿1家数1，2田戸。足;倍 Eた

2 った. (rJ、関係箱根間4盟 8m!) ながりコモのf出231戸を加えると、

i これらの?官は、どのくらいのま毘 1，臼O戸。うち木間七脇期開L

E槙であったのか。天保元年 0830 : 上旅骨16、中旅合23、下旅合56.
i年〉完成した新編武蔵、天間11年 ! [箱根1198戸e うち本開告、l!1o， (1840昨〉完I;X;したm細111il'jVi，可 i 本 陣 1、旅合39。， m土記にある民家教と方~""数から ; ちなみに、 「神高111の惇丘:Jに

Eすると、次のむと〈である。 は、天保14年の11蹄は本陣 2、旅， [品11日書1郎防 135戸そ加え家散 i 篭72、箱綬は本開 6、旅?吉72とあ， 1，572戸。うち本陣 1、脇本開2大 ! の、また、大破の事和3年(1803

2旅培〈はたむ) 7、中旅宿58、小 i 年〉轡上般には添3程3、大旅?苦4

5旅?苫18. (脇本聞とすべきものを問書モ乙， rJl蹄]雲間士151戸。 5ち旅沼44. : なったという〉、中旅句12、小旅， [神奈1111曹木町などの記載はな i 培69とある。

1 <、神謀JI防耕地自み記載されそ ! 平壇宿は、とれら諮宿白中でも

E白蜜数!， 153戸 小さい方で、また、刑開・脇本陣

1 [保土グお]霊友散453戸 の散も少なく、小旅棺の車も高い， r戸壇3家数514戸。うち本陣2、 ! ととなどから、貧しかったときわ

E脇調理3、大旅篭19、中旅市2仏 : ざるを樽ない。したがって、経営

5ノNi従培20. には棺当苦労したであろうと言え， [藤沢1家数878戸。うち本陣 1、 i ょう。

脇本揮2、大旅篭13、中旅培23、 (文殻自主同心);(おたずねは市史

d、旅篭15. 綴さん課へ(31-0429)
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は
、
プ
ロ
パ

y
ガ
ス
緊
急
迷
路
所

〈
日
八
八
九
一
)
へ
ど
う
ぞ
。

マ
問
問
い
合
わ
せ
神
奈
川
県
プ
ロ
パ

ま
ず
。

マ
宍
助
金
)
口
五
古
川
円

も
よ
い
〉

マ
特
別
賞
助
金
一
口
一
ニ

あ
た
た
か
い
¥
け
滋
脚

こ
Z
ろ
/
[
対

〈
敬
称
略
)

マ
社
品
目
指
祉
へ
・
一
市
民
二
千
円
、

庭
名
一
千
一
一
百
九
十
二
月
、
山
口

平
八
一
一
千
円
、
相
反
潟
子
二
千

円
、
平
憲
市
中
央
政
協
婦
人
部
一

万
三
千
五
百
五
十
向
、
阪
名
コ
一
千

円
、
平
塩
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル
名
務

会
四
十
八
万
六
千
二
百
二
十
円
、

m差
出
治
会
二
万
五
芋
六
百
十

七
月
、
馬
島
八
郎
四
千
円
、
大
久

笠
禁
一
一
一
手
円
、

ζ

だ
ま
必
要

ヨ
プ
一
一
平
七
百
九
十
γ

角
、

T
Y

二
千
向
、
匿
名
五
百
五
円
。

マ
老
人
福
祉
へ
・
野
由
良
成
六
万

五
子
丹
、
北
金
田
市
民
部
長
時
金
問

千
二
百
円
、
平
間
半
志
一
千
円
。

wv
恵
ま
れ
な
い
(
児
)
方
へ
a

ベ
ー

カ
3
1シ
ェ
ン
ブ
ル
ン
一
万
一
一
千

八
白
玉
十
問
問
問
、
市
役
所
工
積
契
約

語

金

一

毛

肯

奇

、

宮

五
百
五
円
、
一
市
民
五
千
向
。

梢
防
本
部
で
は
、
分
間
庁
舎
む
留

守
帯
を
露
持
し
て
い
る
。
入
居
老
精

望
さ
れ
る
方
は
消
防
車
部
ま
で
む
連

結か」百

円

v
げ
合
名
問
問
問
凶
第
十
分
間
げ
品
開

マ
所
在
地
割
上
γ
一
ニ
ニ
九

マ
述
結
先
平
塚
市
消
防
本
部
(
常

務
幻
i
一一一二四

O
内
線
幻
)

子供の諜にはアスレチックコースもぎさきている

そ
の
上
、

A
子
ち
ゃ
ん
自
身
わ
b

に
泊
心
深
い
性
聞
で
、
新
し
い
場

所
に
は
な
か
な
か
慣
れ
な
い
と
い

う
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
A
子
ち
ゃ
ん
が
、
幼
離
間
同

と
い
う
大
き
い
集
磁
の
中
に
入
っ

て
、
自
分
自
身
ど
フ
や
っ
た
ら
い

い
の
か
わ
か
b
な
〈
T
煽
っ
て
い

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
e

A
子
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
み
ん
な
と
お

A
子
ち
ゃ
ん
は
劫
椛
闘
の
年
長
話
も
し
た
い
し
、
元
気
に
遊
び
た

で
す
固
家
で
は
お
姉
ち
ゃ
ん
と
z
Z

い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
お
母
さ
ん

何
回
よ
く
遊
ん
で
い
あ
の
に
、
幼
碓
は
家
で
は
大
き
な
声
で
お
暁

P
レ

闘
で
は
ほ
と
ん
ど
官
話
が
で
章
。
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
幼
稚
閣
で
も

せ
ん
。
お
友
だ
ち
と
選
べ
な
い
で
話
せ
な
い
わ
け
が
な
い
と
患
い
、

い
つ
も
一
人
で
ポ
ツ
ン
と
し
て
い
「
ど

5
Lて
お
絡
し
な
い
の
」
と

ま
ず
。
先
生
は
何
と
か
A
子
ち
ゃ
丹
め
て
」
求
い
詳
し
た
。

ん
が
お
話
で
き
る
よ
ち
に
と
、
朝

A
T
Dゃ
ん
の
よ
う
な
お
請
が

「
お
は

4
フ
C
き
い
ま
す
」
と
あ
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
手
ど

い
さ
つ
が
で
き
た
時
に
一
一
戸
一

i
bた
ち
は
、
荷
分
に
関
心
が

は
、
信
L
Yポ
ン
を
つ
汽
ノ
一

¥
F
向
ザ
り
れ
る
F
Jま
す
ま

け

て

く

れ

た

り

、

警

科

区

ブ

弘

す

自

分

富

差

是

主
宮
量
れ
ず
金
一
一
百
足
淘
っ
て
主
い
ま
す
。

び
に
き
て
く
れ
た

p
u
E

一
才
ま
わ
タ
の
大
人
が
A
乎

ま
し
た
が
、
な
か
な
か
都
パ

fレ
ち
ゃ
ん
白
性
格
を
よ
く

お
弱

νま
せ
ん
。
一
一
ミ
コ
ニ

{54

つ
か
ん
で
、

A
子
ち
ゃ

ど
っ
L
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
と
相
ん
が
向
と
な
く
話
せ
る
と
い
ろ
み

談
に
争
え
ら
れ

$
Eた
。
ん
開
討
を
作
っ
て
あ
げ
る
ζ
と
が

A
子
ち
ゃ
ん
は
的
税
関
に
あ
が
必
哩
で
し
ょ
う
。

る
ま
で
は
、
ほ
と

ιど
お
帥
ち
ゃ

A
子
ち
ゃ
ん
L
は
遊
戯
泊
四
献
を
す

ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
の
お
友
だ
ら
と
み
乙
と
に
よ
b
、
少
し
ず
つ
拍
総

理
の
中
ポ
殺
ん
で
い
て
、
同
じ
年
問
で
も
自
分
か
出
せ
る
よ
う
に
な

臨
の
子

y
Eと
外
で
滋
ぶ
と
い
う
白
、
お
誌
も
言
ぎ
る
よ
う
に
な
D

経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
百
し
た
。
手
し
た
e

施設使F話料
結婚式燭 υ 日.... ・4・ 4 ・ 2.0司自円

・鍛露宴金湯，，，，，，46人以下。.… 2，2奴問

。 …ぃ白人以下日‘"2，5∞円

商問い合わせは市民セYター事務局電怒(32)2235へa

A
盟
各
V

平
家
間
に
も
高
し
い

キ
ャ
ン
プ
揚
が
助
b

ま
す
伺
高
踏
山
ハ
ム
翻
丙
に
あ
る
早
良

の
森
キ
ャ
ン
プ
湯
が
そ
れ
ゼ
ナ
。
場

所
は
駅
坊
口
か
白
瀦
南
平
侍
パ
ス
鰐

昼
下
車
徒
歩
沿
分
。

と
む
キ
ャ
ジ
プ
場
は
、
市
制
四
十

周
年
在
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
施
設

で
、
広
い
自
然
の
耕
一
り
な
か
で
小
鳥

の
辛
子
島
撃
な
が
ら
、
ま
た

夜
空
い
っ
ぱ
い
に
可
huひ
A
仔
ら
れ

る
恩
否
問
時
旅
行
と
、
宮
骨
が
合
わ
て
エ
夫
し
な
が
ら
と
利
用
え
た
さ
村
山
キ
ャ
ン
之
学
一
は
己
め
、
山
の
生

せ
て
ぷ
る
ζ
と

が

で

宮

島

講

し

い

揚

い

a

稿
、
海
の
今
訴
を
誕
し
む
キ
ャ
ン
プ

所
で
す
。
ヂ
。
亮
閉
口
も
事
白
ま
せ
ん
。
付
近
に
利
用
の
申
し
込
み
は
、
公
例
制
地
問
地
が
串
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
民
白

た
だ
し
、
炊
事
潟
と
キ
ャ
Y
プ
ペ
は
鮒
浴
田
フ
ィ
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
課
公
団
川
口
語
係
(
明
世
話
幻
i
一
一
一
関
M

洲市加

ー
ス
、
便
所
は
あ
長
が
、
自
位
す
る
コ

i
ス
や
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

i
ス
も
一
内
掠
昭
二
一
二
〉
ま
で
悶
タ
i
青山

選
持
は
一
切
持
ち
込
み
と
な
り
ま
聴
議
苦
れ
て
い
る
の
で
、
み
な
さ
ん
ま
た
、
期
間
地
方
じ
は
、
柄
向
指
だ
さ
い

O

R
向命

ぃ

H
パ
ザ
叫たヲ

日
時
宍
消
火
諮
の
事
庭
訪
問
販
売

や
前
火
薬
剤
の
つ
め
か
え
舟
」
、
「
間

妨
弱
か
ら
」
「
消
防
法
で
一
設
寂
が
舗

務
づ
け
b
れ
た
」
な
ど
と
震
っ
て
、

半
強
制
的
に
行
う
業
者
が
増
一
λ
て
い

る
が
、
間
防
法
で
は
一
般
家
庭
に
対

し
て
約
火
関
投
伎
の
揖
務
づ
け
は
し

て
い
な
い
。
十
分
己
注
滋
者
。

な
お
、
一
小
関
な
点
は
、
消
防
本
部

へ
。
〈
地
点
目
別
三
一
一
問
。
内
縮

担
〉

弘主ふ

0巡回 臼 穣 6 ]]19日(木)1明寺へ 15時 大東化

学〈株)/6月22日〈日)IOf時-15時なでしζ

合on(.~でし乙治区自治会) /6n23臼〈月)10

時 -1部，y 臼El;サニ~制労/6fJ24 B (:/() 25日
げて)27日〈金)28臼(土) 9時 -15時 横田 ゴ

ム平塚!RUW汗/61'129日〈臼)1郁子-151時信士

見公民館 C1:r:t児刷在自治会)/6月30臼〈月〉

101l，'j-""'15時八顎'[ff叶功。〈掛)/7月 1日〈火〉

1関与-151時 東 海 大 学/71J11日〈金)1α時 -15

時小松地子金問仁株)/7Il14El(J守)10時 -15

1時平車市授協 .10時-12時岩井余韻;工業〈掠〉

• 13fl，jテ-15f昨石塩研究所(棋〉

日~ハ(ーこ協力品目がとうございました~~~

予知促大学体育会本部 473本、平車ライオンズク

ラブ 126本、崇苦地区自治会91京、舗前ゴム中照

宮l3:D詣58本、棋院エイロクイップ(株)66車、

旭地区自治虫 114本、な

でしζライオYズクラブ

61志、平塩1ιロータ!J-

クラブ121本 e

東
舟
ア
ジ
ア
難
民
救
済
の
た
め
の

犬@ねこ
]J';1!fi制勾汲t"yタ}では、捨て犬、捨てね

乙によるのらいぬ、のらねζ の)j'j加と、 1とね
ζ によるfLEf与を防ぐため、今月も次の日程で

いらなくなった犬、ねζ 白巡回収容を行弘

~j 臼、犬をl位される方は f日]かんJ rブ〈の
主主札J r注射肝誤J r愛犬手帳Jを持替のう

え会均へお出かけをロなお、収容曜の停留時

1mは、 10分間。また、ねζ は麻袋かダンボー

ル絡に入れていただきたい。

7月5 日 (こと) 7月12臼 (土〕

9 : 00 判官l公民館 9 : 00 松原公民館

9 : 25 大野公民館 9 : 20 ，11伐公民館

9 : 50 j瞥[日公民館 9 : 40 花水公民館

10: 10 攻問"'公且~ì 10: 00 r百士見公民怨

10: 30 金行j公民館 10・30 中限公民館

10: 5日間崎公民館 10:55 池公民館

11 : 10 金包公民館 11 : 15 吉沢公民館
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